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国家戦略特区獣医学部の新設について
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八田達夫

1，岩盤規制改革がようやく実現した

。 獣医学部は､新設提案の内容の適否以前に､およそ新設は一切

認めないこととされており(告示)、52年間新設がなかった。

・ 一方､獣医師の偏在､公務員獣医師の不足､人獣共通感染症対

策､先端ライフサイエンスへの対応などの課題は認識されており、

獣医学部新設は､民主党政権時代も含め､長年の懸案だった。

・ 獣医学部新設が実現できずにきたのは､他分野の多くの岩盤規

制と同様､既得権者が新規参入を阻んできたためである｡既得権

者が守り続けた分野では､結局､競争力を失われる。

この分野で､ようやく岩盤規制改革が実現したことは評価すべき

である。

、規制改革のプロセスに－点扇りもない

。 今回の規制改革は､国家戦略特区のプロセスに則って検討し､実

現された｡言うまでもなく､この過程で､総理から｢獣医学部の新設」

を特に推進してほしいとの要請は一切なかった。

平成29年7月24日衆議院予算委員会八田達夫










